
金井康博
市政レポート

第２２号
やすひろ

（１）令和8年10月

さいたま市議会議員（西区選出）
かない

学校の熱中症対策とエアコン整備を進めます
近年の気温上昇に伴い熱中症のリスクが高まり、屋外での活動が制限される場面が増えていま
す。子どもたちが屋内で安全かつ快適に学べるよう、さいたま市教育委員会では以下の取り組みを
進めてまいります。これらの取り組みは、児童生徒の学習環境を整えるだけでなく、災害時に避難
場所となる学校施設の環境改善・熱中症対策にもつながるものです。

1．エアコンの本格整備・更新（令和12〜14年度）
民間のノウハウや資金を活用する「PFI方式」を導入し、効率的かつ計画的に校内のエ

アコン整備や入れ替えを行います。

２．それまでの応急的な暑さ対策
エアコン整備が完了するまでの間、気化式冷風機や大型扇風機を優先して導入し、暑さ

対策を徹底します。

◎用語解説
「気化式冷風機」とは？：水の蒸発熱を利用して涼しい風を送り出す装置です。

「PFI方式」とは？：市（行政）が直接行うのではなく、民間の資金やノウハウを活用して公
共施設などの建設・管理・運営を行う手法です。コスト削減や質の高いサービスの提供
が可能になります。

アドバイザリー業務・契約とは？：エアコンのPFI整備を計画的に進めるにあたり、事業者
（民間企業）の公募準備や条件整理、コスト検証などを行うために、専門家（コンサルタ
ント等）から助言を受けるサポート契約のことです。

■今後の
スケジュール（案）

■空調設備整備までの熱さ対策の対象
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市民の皆様からのご意見・ご要望をお寄せください
さいたま市議会議員（西区選出） 金井康博
事務所住所：〒331-0057 さいたま市西区中野林409-4
TEL：048-788-2420 ／ FAX：048-788-2421
E-mail : voice@kanai-nishi.com
HP :「金井やすひろニュース」で検索
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公式ラインアカウントを開設
しております。皆様に身近な
情報等を提供してまいります。
ぜひご登録ください。

令和8年10月

9月定例会の決算委員会で質問した一部をご報告いたします

①自治会補助金・助成制度の見直しについて
【金井康博質問】昨今の物価高騰の影響により、各自治会では地域活動に必要な資機材や備品の購入が困難になるな
ど、運営上の課題が顕著になっている。現在、コミュニティ助成事業として対象経費の4分の3（上限100万円）の補助が
行われているが、現場の実情に合わせた制度の見直しが必要。補助率の高さは評価できるものの、上限100万円の枠に
ついては引き上げや柔軟な運用を検討していかないと、自治会の維持・存続自体が危ぶまれる。令和7年度における検
討状況および今後の見解は。
【コミュニティ推進課長答弁】令和7年度においては、コミュニティ助成の上限額の変更はなかった。加入世帯数の減少など
自治会運営が厳しい状況にあることは認知している。本補助金は自治会の自主的な活動経費を支援することを目的として
設定しているもので、上限額などの制度見直しは、各自治会の実際の活動状況やご意見をはじめ、近隣政令市をはじめと
する他自治体の動向、さらには市内の他の施策との整合性などを総合的に注視しつつ、適切に対応を検討してまいりたい。

②西部環境センターの閉鎖と跡地活用について
【金井康博質問】ごみ排出量の減少に伴い、西部環境センターが来年度末（令和9年度末）をもって閉鎖される予定と
なっている。地域住民からはごみの持ち込み場所がなくなってしまうことへの不安や、今後の跡地利用に対する関心や
様々な意見が寄せられている。老朽化による施設閉鎖自体はやむを得ない部分もあるが、地域にとって非常に重要な課
題。令和7年度における閉鎖に向けた具体的な協議状況や、地域の方々の声を反映させた今後の跡地活用の検討方針
について、市の現状と見解は。
【施設部長答弁】ごみ減量に伴い現在は3炉のうち2炉運転へ移行して継続している。予定通り来年度をもって閉鎖する見
込み。既存施設の閉鎖後に解体し、新たな用地を取得することなくその跡地に新施設を順次建設するという合理的かつ持
続可能な廃棄物処理方針を掲げている。西部環境センターの跡地利用についても、将来的な市全体の焼却施設更新計画
や周辺環境の変化などを考慮し、他施設の建て替え時期等も見据えた上で、引き続き慎重に検討を進めていく。

アーバンスポーツ施設について

市政レポート第21号でお伝えした施設ですが、建設予定
地の事前調査で地中埋設物が見つかり撤去が必要となりま
した。撤去費用に予算が必要となり、建設が約1年間遅れる
こととなりました。来年度再度予算をつけ、来年度中の開設に
向け取り組んでまいります。楽しみにされていた方も多いかと
思いますが、もうしばらくお待ちください。

（開設延期について）

※画像はイメージです
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